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開
校
式

ー
非
日
常
の
日
々
が
始
ま
る

　

緊
張
し
た
顔
、
顔
、
顔
。
マ
ス
ク
越
し
か

ら
も
緊
張
感
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か

る
。
そ
ん
な
開
校
式
は
2
0
2
2
年
10
月

13
日（
木
）10
時
、篠
笛
の
音
色
か
ら
始
ま

っ
た
。

　

開
校
式
で
は
、
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
校
長
の
式
辞
の
後
、
植
木
朝
子
名

第
53
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
催
報
告

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
部
長

に
立
ち
受
講
生
を
激
励
し
た
。
最
後
に
受

講
生
を
代
表
し
て
昭
和
電
線
労
組
中
央
執

行
委
員
・
池
田
晃
平
さ
ん
が
受
講
生
宣
誓

を
行
い
、
開
校
式
を
終
了
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
梅
田
事
務

局
長
の
言
葉
「
不
便
と
非
日
常
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
」。
こ
の
言
葉
の
意
味
を
し
み

じ
み
と
感
じ
る
２
週
間
半
が
始
ま
っ
た
。

講
義
と
ゼ
ミ
と

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

　

全
人
格
的
人
間
形
成
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
研
修
は
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
「
組
合
戦
略

づ
く
り
」
や
Ｐ
Ｃ
で
実
際
に
デ
ー
タ
分
析

を
行
う
「
統
計
学
」、
講
師
が
受
講
生
に
質

問
し
な
が
ら
講
義
を
進
め
る
「
労
働
経
済

学
」
な
ど
、
座
学
だ
け
で
は
な
い
特
徴
的

な
講
義
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
結
論
を
出

す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
議
論
経
過
の
充

実
に
重
点
を
置
い
て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

は
、「
時
代
の
求
め
る
労
働
組
合
の
役
割
」

誉
校
長
（
同
志
社
大
学
学
長
）
が
挨
拶
に

立
ち
「
合
宿
研
修
で
得
ら
れ
る
学
び
へ
の

姿
勢
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
今
後
の
皆

さ
ん
の
能
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
糧

と
な
る
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
皆
さ
ん

の
充
実
し
た
学
び
の
時
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
激
励
し
た
。
ま
た
主
催
者
代

表
の
金
子
金
属
労
協
議
長
は
「
目
と
目
を

合
わ
せ
、
同
じ
空
気
を
吸
っ
て
、
良
い
経

験
を
積
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
厚
生
労
働
省
・
岸
本
政
策
統
括
官

か
ら
は
「
安
心
・
安
全
に
働
け
る
世
の
中
、

人
生
に
納
得
や
満
足
が
得
ら
れ
る
世
の
中

を
築
い
て
い
け
る
の
も
、
各
職
場
・
現
場

で
の
し
っ
か
り
し
た
労
使
関
係
が
基
礎
と

な
っ
て
い
る
。
良
い
緊
張
感
で
職
場
の
課

題
を
解
決
す
る
、
そ
の
積
み
重
ね
が
企
業
・

産
業
、
さ
ら
に
は
社
会
の
成
長
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
を
祈
念
す
る
」
と
激
励
を

受
け
た
。
次
に
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
嶋
本
代
表

が
、
続
い
て
、
石
田
光
男
副
校
長
が
挨
拶

2
0
2
2
年
10
月
13
日
か
ら
29
日
ま
で
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
第
53
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
落
ち
着
い
て
い
る
と
は
い
え
ま
だ
終
息
し
て
い
な
い
中
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
開
催
し
た
。

４
本
の
柱
に
基
づ
く
全
人
格
的
教
育
を
め
ざ
し
、
21
名
の
受
講
生
が
研
鑽
に
励
ん
だ
。
以
下
、
所
感
も
交
え
な
が
ら
報
告
す
る
。

TOPICS 1

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
５
つ
の
ゼ
ミ
に
分

か
れ
て
４
回
に
わ
た
り
討
議
を
重
ね
た
。

最
後
に
は
ゼ
ミ
ご
と
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
っ
て
発
表
を
行
い
、
成
果
を
共
有
し

あ
っ
た
。

　

第
53
回
コ
ー
ス
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
テ
ー
マ

は
以
下
の
と
お
り
。

○
香
川
ゼ
ミ
（
指
導
：
香
川
孝
三
神
戸
大

学
／
大
阪
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

『
労
働
組
合
と
国
際
』
～
人
権
デ
ュ
ー
・

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
労
働
組
合
と
し
て

の
対
応

○
石
田
ゼ
ミ
（
指
導
：
石
田
光
男
同
志
社

大
学
名
誉
教
授
）

『
労
働
組
合
と
職
場
』
～
働
き
方
改
革

を
労
働
組
合
の
力
で

○
中
田
ゼ
ミ
（
指
導
：
中
田
喜
文
同
志
社

大
学
教
授
）

『
労
働
組
合
と
社
会
』
～
仕
事
と
処
遇

納
得
性
の
あ
る
給
与
水
準

○
上
田
ゼ
ミ
（
指
導
：
上
田
眞
士
同
志
社

大
学
教
授
）

開校式で決意表明を読み上げる受講生代表
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TOPICS

「朝の散歩」－さあこれから一日がんばろう！！

「特別討論会」－三役と、とことん語り合いました「貿易ゲーム」－初めての共同作業、うまく交渉で
きた？

「組合戦略づくり」－組合員にとっての労働組合
とは？真剣に考えました

「交流会」－どこまで高く
できるかな？

右
／「
お
茶
室
体
験
」

－

自
分

で
お
茶
を
点
て
ま
し
た

上
／「
座
禅
体
験
」－

自
分
と

向
き
合
っ
た
一
時
間

『
労
働
組
合
と
企
業
』
～
そ
こ
に
愛
は

あ
る
ん
か

○
寺
井
ゼ
ミ
（
指
導
：
寺
井
基
博
同
志
社

大
学
准
教
授
）

『
労
働
組
合
と
働
き
方
』
～
み
ん
な
が

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
な
る
た
め

　

そ
の
他
、
京
都
の
歴
史
や
自
然
を
感
じ

ら
れ
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て

い
る
。
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
内
に
あ
る

お
茶
室
「
清
心
庵
」
で
体
験
す
る
お
茶
室

体
験
、鞍
馬
山
の
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
「
鞍

馬
山
散
策
」、
禅
寺
の
「
圓
光
寺
」
で
体

験
す
る
座
禅
な
ど
、
非
日
常
の
体
験
が
で

き
る
の
も
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

の
魅
力
の
一
つ
だ
ろ
う
。

受
講
生
の
受
講
生
に
よ
る

受
講
生
の
た
め
の
第
53
回
コ
ー
ス

　
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
人
格
を
尊
重
し
な
が
ら
、
自
由

と
規
律
の
中
に
一
緒
に
学
び
あ
う
」
と
い

う
考
え
の
も
と
始
ま
っ
た
。

　

一
般
的
な
研
修
と
は
違
い
、
労
働
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
受
講
生
が
主
体
的

な
運
営
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

る
。
講
義
の
司
会
進
行
、
講
義
以
外
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の
も
受
講
生
。
朝

の
ラ
ジ
オ
体
操
も
受
講
生
の
当
番
が
行

う
。
完
全
合
宿
の
た
め
、
普
段
の
生
活
で

不
自
由
が
な
い
か
な
ど
受
講
生
の
意
見
を

取
り
ま
と
め
る
の
も
受
講
生
の
中
か
ら
編

成
す
る
実
行
委
員
会
が
担
う
。

　

例
え
ば
「
討
論
会
」
の
テ
ー
マ
を
決
め
、

司
会
進
行
す
る
の
も
受
講
生
か
ら
選
ば

れ
た
討
論
会
委
員
が
行
う
。
今
年
は
受
講

生
だ
け
で
行
う
討
論
会
で
は
「
労
働
組
合

の
存
在
意
義
」
な
ど
３
つ
の
テ
ー
マ
を
、

金
属
労
協
三
役
と
語
る
特
別
討
論
会
で
は

「
労
働
組
合
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
」「
労
働
組
合
に
お
け
る
組
合
員
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
い
て
」
な
ど
５
つ
の

テ
ー
マ
で
議
論
し
合
っ
た
。
お
仕
着
せ
で

は
な
い
、
受
講
生
の
受
講
生
に
よ
る
受
講

生
の
た
め
の
研
修
、
こ
れ
が
労
働
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り

伝
統
と
な
っ
て
い
る
。

感
染
拡
大
防
止
策
V
S.

交
流

　

感
染
者
数
が
ピ
ー
ク
の
時
よ
り
も
落
ち

着
い
て
き
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
中
で
の
開
催
の
た
め
、
感
染

拡
大
防
止
対
策
は
必
須
だ
っ
た
。
週
２
回

の
抗
原
検
査
、
毎
日
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
と

体
温
測
定
、
手
指
の
消
毒
、
黙
食
、
マ
ス

ク
着
用
、
換
気
・
・
・
。
そ
の
よ
う
な
中
、

い
か
に
受
講
生
間
の
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
か
、
実
行
委
員
会
で
の

検
討
が
始
ま
っ
た
。

　

特
に
受
講
生
同
士
の
交
流
を
目
的
に
行

う
「
交
流
会
」
を
い
か
に
盛
り
上
げ
る
か
、

腕
の
見
せ
所
で
あ
る
。

　
「
密
」
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
し
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そ
の
後
、
閉
校
式
を
行
っ
た
。
式
辞
と
し

て
香
川
孝
三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

が
「
皆
さ
ん
に
は
こ
の
２
週
間
、
す
ば
ら

し
い
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
能
力
を
今
後
の
活
動
で
も
発
揮
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て

い
る
」
と
激
励
し
、
21
名
全
員
に
修
了
証

書
を
授
与
し
た
。
主
催
者
代
表
挨
拶
と
し

て
梅
田
利
也
金
属
労
協
事
務
局
長
が
挨

拶
に
立
ち
「
今
我
々
は
変
化
の
大
き
な
波

の
中
に
い
る
。
労
働
組
合
の
果
た
す
べ
き

役
割
・
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
組
合
の
最
大
の
武
器
は
『
人
』
で
あ 

る
。組
合
の
こ
れ
か
ら
を
担
っ
て
い
く
の
は

こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
そ

か
し
交
流
は
図
り
た
い
。
そ
こ
で
提
案
さ

れ
た
の
が
、
ス
ト
ロ
ー
で
タ
ワ
ー
を
作
り

高
さ
を
競
う
企
画
。
同
じ
ゼ
ミ
生
以
外
の

人
と
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
は

く
じ
引
き
で
決
め
る
こ
と
と
し
た
。
当
日

は
ゼ
ミ
担
当
講
師
も
加
わ
っ
て
の
タ
ワ
ー

作
成
。
使
え
る
の
は
本
数
制
限
の
あ
る
ス

ト
ロ
ー
と
は
さ
み
だ
け
。
土
台
を
し
っ
か

り
作
る
に
は
？ 

ど
う
や
っ
て
組
み
合
わ
せ

る
？ 

高
く
す
る
に
は
ど
う
す
る
？ 

と
相

談
し
な
が
ら
、
で
も
制
限
時
間
は
迫
っ
て

く
る
…
。
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
生
か
し

な
が
ら
の
共
同
作
業
で
皆
の
心
が
一
つ
に

な
っ
た
と
感
じ
た
。

閉
校
式
ー
卒
業
は
終
わ
り
で
は

な
く「
始
ま
り
」

　

2
0
2
2
年
10
月
29
日（
土
）
朝
か
ら

出
発（
た
び
だ
ち
）の
集
い
を
行
い
、
受
講

生
一
人
ひ
と
り
、
感
想
を
述
べ
合
っ
た
。

の
気
概
を
持
ち
続
け
、
さ
ら
に
は
次
の
世

代
に
も
そ
の
思
い
を
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
担
当
講
師
の
石
田
副
校
長
（
同
志
社
大

学
名
誉
教
授
）、
中
田
運
営
委
員
（
同
志
社

大
学
教
授
）、
上
田
眞
士
運
営
委
員
（
同
志

社
大
学
教
授
）、
寺
井
運
営
委
員
（
同
志
社

大
学
准
教
授
）
が
修
了
生
を
激
励
し
た
。

受
講
生
代
表
と
し
て
の
答
辞
で
は
、
第
53

回
級
長
の
全
本
田
労
連
・
水
上
佑
輔
中
央

執
行
委
員
が
研
修
期
間
中
の
思
い
出
を

語
る
と
と
も
に
、
今
後
の
決
意
を
表
明
、

「
卒
業
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
閉
校
式

を
終
え
た
。

　

以
前
、卒
業
式
は
英
語
で「com

m
ence- 

-m
ent

」
と
言
い
、『
始
ま
り
』
と
い
う
意

味
で
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
級
長

が
答
辞
で
「
自
分
が
今
何
を
な
す
べ
き
か

を
考
え
、
組
合
員
と
家
族
の
幸
せ
の
実
現

の
た
め
に
行
動
に
移
し
て
い
き
ま
す
」
と

宣
言
し
た
。
こ
の
期
間
中
学
ん
だ
こ
と
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
議
論
し
た
こ
と
、
夜
ロ
ビ

ー
で
仲
間
と
語
り
合
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ら

を
糧
に
こ
れ
か
ら
行
動
に
移
し
て
い
く
、

ま
さ
し
く
「
始
ま
り
」
で
あ
る
。

次
回
、
第
54
回
開
催
へ

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス（
旧
西
日

本
）の
修
了
生
は
通
算
1
8
0
7
名
、
旧

東
日
本
コ
ー
ス
（
第
１
～
40
回
）の
9
3
9

名
と
合
わ
せ
て
、2
7
4
6
名
と
な
っ
た
。

実行委員会

各ゼミナールから班長各１名互選し、計５名で実行委員
会を編成する。実行委員会の中から１名級長を互選す
る。コースは受講生の主体的な運営を基本とし、実行委
員会がその中心となる。全体ミーティングで選出された
第53回コースの実行委員会メンバーは次のとおり。

級　長： 水上 佑輔 （全本田労連、上田ゼミ班長）
副級長： 脇田 洋平 （シャープ労組東日本支部、香川ゼミ班長）
  花本 靖大 （ＪＦＥスチール福山労組、石田ゼミ班長）
  野口　繁 （パナソニックオートモーティブシステムズ労組松本支部、中田ゼミ班長）
  池尻 亮輔 （パナソニックエレクトリックワークス労組エナジーシステム支部、寺井ゼミ班長）

※集合写真はマスクを外していますが、写真撮影の時のみマスクを外しています。

最後のゼミナールが始まる前、全員で記念撮影

　

次
回
、
第
54
回
コ
ー
ス
は
2
0
2
3
年

10
月
12
日（
木
）～
28
日
（
土
）の
日
程
で

開
催
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
定
か
で
は
な
い
が
、
次
回
も
受
講
し
た

方
が
「
受
講
し
て
良
か
っ
た
」
と
何
か
一

つ
で
も
多
く
の
物
を
掴
ん
で
帰
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
コ
ー
ス
に
し
た
い
。

閉校式で答辞を読み上げる水上級長
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　今、第 53 回労働リーダーシップコースで閉校式の後、全員で写した記念写真を見ていま
す。21 名が参加し、去年より人数が若干増えました。第8波のコロナ禍が広がり始めた時
期でありましたが、事故なく全員が修了できたことはよかったと思います。コロナ禍でも、

関西セミナーハウスでの生活に不自由さを感じることは少なかったと思います。新型コロナウイルスに慣れてきたせい
でしょう。
　受講生 21名中女性は4名で、2 割を占めています。写真でも真ん中に並んで写っています。女性の受講生が増える
ことで、労働リーダーシップコースの活気が上昇していくような気がします。今後もこれ以上の女性の受講生が増える
ことを期待したいと思います。

今回は新しい講義として「ビジネスに実装される最新の技術動向」が加わりました。例年、受講生の半分ぐらいは
技術系出身であることや、組合活動をおこなう上でも技術系の知識が必要な場面があることを想定して設けられまし
た。しかし、アンケート結果をみると、受講生は少々戸惑いを感じたようです。運営委員会としては、技術と組合活動
との関係を整理して、授業に生かせるような工夫をしなければならないと思いました。ＡＩ技術が進歩して、我々の生
活に無視できない影響を与え始めていることを考慮すると、受講生の関心を引く授業にしていかなければと思います。
　１つのゼミは 4 ～ 5 名で構成、受講生間の議論は活発におこなわれ、ゼミ発表の準備がなされたように思われます。
ゼミ発表には工夫を凝らしてわかりやすく説明がなされました。例年のことでありますが、まとまりの良さにはいつも
感心させられます。内容もうまくまとめているが、まとめすぎていないか心配になりました。簡単には答えの出ないテ
ーマに取り組んでいたので、対応に苦労している点も発表に追加してもいいのかなと思いました。

第53回労働リーダーシップコースを振り返って

労働リーダーシップコース校長
神戸大学・大阪女学院大学名誉教授

香川 孝三（かがわ・こうぞう）

　コロナ対応が緩和しつつある今振り返ると、当時はまだ
まだ行動制限と感染症対策の徹底が求められる中での開催
でした。
　しかし、事務局をはじめとする関係者の方々による多くの
苦労や工夫の結果、私たちもこれまで語り継がれてきた名
物カリキュラムを経験することができ、とても贅沢な時間を
過ごすことができました。
　組織と世代を超えて、多くの方に支えられていることを
実感し、この歴史と伝統あるコースを修了できたことを本
当に誇りに思います。各出身労組からの数々の差し入れも、
労組ならではの繋がりと温かさを感じる嬉しい体験でした。
寝食を共にした第 53 回生の皆さん含め、関わっていただい
た方に改めて感謝いたします。

　これからどんな日々が始まるのか？そんな期待と不安を
抱えた初日でしたが、「せっかくだから最大限楽しみたい」
と思い、私は級長を引き受けました。
　また、この経験が「いつか誰かの役に立つ」のではなく、

「私たちの行動のキッカケにつながるよう、皆がチャレンジ
できる機会を作りたい」と考えました。組織の中でリーダー
の役割を担う者は一人であっても、リーダーシップは皆が
発揮するものであると私は考えています。
　私たちの活動は、皆が想いを一つにチャレンジし続ける
ことで、社会に良い影響を与えられるものであり、過度に失
敗を恐れる必要はないと思っています。これからも、このコ
ースでの経験も活かし、いつまでも誇れる産業にすべく職
場から相場形成していきたいと思います。

第53回労働リーダーシップコースに参加して
第53回労働リーダーシップコース級長
全本田労連　中央執行委員  水上佑輔


